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2015年9月に国連が採択した、世界が
共通して取り組む30年の目標 「SDGs
（持続可能な開発目標）」

持続可能な開発
1983年設置の「世界環境開発委員会（World Commission on 

Environment and Development）」によって、 新しいタイプの開発の必要
性が理解された。

すべての開発が左右される環境資源を保護する一方で、現在および
将来の世代のために経済的福祉をもたらすような開発である。
委員会は1987年総会の報告のなかで、自由な経済成長だけに基づくア
プローチに代わるものとして この新しい概念の「持続可能な開発」を提
唱した。

sustainable



持続可能性「サステナビリティ」とは

持続可能性という言葉はブルンブラント委員会の「持続可能な発展」にルーツがある。 こ
れは「将来世代のニーズを損なうことなく、現代世代のニーズを満たす発展」を意味する。

20世紀に入り人類の経済活動が飛躍的に拡大するのに伴い、地球環 境問題は加速度的
に悪化しつつあり、先進国と途上国の貧富の差も飛躍的に拡大している。このような 状況

下における持続可能な発展とは、有限な地球環境と人類総ての人権を尊重する、ことを大
前提と した発展を意味する。

以上のような理解の上で、「持続可能な発展のための企業活動」を考えると、現在CSR活動
の中心と されているコンプライアンスやコーポーレトガバナンスなどは単なる企業の存続に
関わる問題にすぎ ず、それらは持続可能性の最低の必要条件に過ぎないことがわかる。

本来の持続可能性にむけた企業の 取り組みとは、それらに加えて、地球環境の持続可能
性や人権の尊重による現代文明の持続可能性に、 企業という立場から取り組むことである。

（出典：持続可能性「Sustainability サステナビリティ」とは何か、河口 真里子）



ゴルフ場が実践するサステナビ
リティとしての生物多様性

ゴルフ場の中で生物多様性の
保全を持続的に可能とすること
に企業の立場から取り組む。



ゴルフ界における生物多様性保全
（１）ヨーロッパゴルフ協会（EGA）

EGAは2010年12月に生物多様性ガイドライン10ステップ（Biodiversity 10 Step Guideline）を提案。

GCの開発や管理において最善の実践を履行することにより、GCが生物多様性の保護、奨励、回復に十分貢献
できると考えている。

（２）全米ゴルフ協会（USGA）

USGAはNational Fish & Wildlife Foundationと共同でWildlife Linksという事業を1995年に立ち上げ、環境や生物
多様性保全を目的とする20以上のプロジェクトに対し75万ﾄﾞﾙ以上を拠出している。

（３）国際ゴルフ連盟（IGF）
世界153のゴルフ組織から構成されるIGFは2012年10月にサステナビリティに関する声明（Statement on 
Sustainability）を公表。自然環境維持を使命の中心課題とするなど8項目に取組み、自然資源の保全と生物多
様性の増進を含め4つの成果をめざす。

“ゴルフと環境”のテーマは、1996 年「米国におけるゴルフコース環境原則」（Environmental Principles for Golf Courses 
in the United States）に見解がまとめられた。

1994 年、“ゴルフと環境”に関わる論点について、ゴルフと環境組織の代表が一緒に取り組むことを決めた。

1995 年1回目の会合は、広範な地理的領域における新設、既設コースに適切な環境ガイダンスを提供すること、優先

すべきは、ゴルフ・コースの計画、敷地計画、建設、運営、維持管理における環境への配慮に関わる全国原則を定め
ることを確認した。

2 回目の会合で提示された原則は、米国ゴルフコース・スーパーインテンデント協会（GCSAA）、全国ゴルフ連盟（NGF）、
全国野生生物連盟（NWF）、米国環境保護庁（USEPA）、米国ゴルフ協会（USGA）、他15組織により提唱・公表された。



BMPにおける生物多様性への配慮



セクション1 造成 野生生物への配慮

原則

❏GCは広大な敷地面積を占有し、一般に都市域に立地し、都市と田園/自然環境の間の重要な接続
路を提供している。

❏GCにある野生生物ハビタットの良好な維持は生物学的な多様性を維持することになり、とくに都市
環境において重要である。

❏大多数のゴルファーは彼らがゲームをしながら差し迫った危機のない野生生物の観察を楽しんで
いる。



セクション9 ポリネーターのハビタット保護

原則

❏ハチや有益な節足動物に対する殺虫剤のインパクトを最小化することが重要である。殺虫
剤施用は害虫を管理に役立つ適切な用具を使わなければならず、一方、ポリネーター、環境、
人間を保護するものであること。

❏ポリネーターに心を配ること；殺虫剤を施用する時、プレー・非プレーエリアの防除対象とな
らないポリネーターへの暴露を最少にすることに集中する。

❏ポリネーターは自分たちのライフサイクルを完結するため多様な開花種を必要とする。ポリ
ネーター・ハビタットは異なる色と草丈、成長期全体を通して開花する、多様なワイルドフラ
ワー種から構成される。



セクション11 設計と機能

原則
□審美的庭園、窓辺のプランター、コンテナガーデンは異なる高さの様々な
植物を含めるべきである、ハチドリや蝶類に蜜を提供するので。
”適切な植物を、適切な場所へ”が成功の鍵となる。

□庭園植物、低木、グラウンドカバープランツ、自生植物は楽しめる眺めを
提供し、役立つ餌、隠れ場所、その他の環境的恩恵を野生生物にもたらす、
それらは維持管理を減らすものでもある。



出典：「ゴルフ場は生きものの里山 生物多様性を保全するゴルフ場宣言」









まとめ：

ゴルフ場は生きものの生息地を維持す
る一定の役割を担い、総敷地面積の
47％は非プレーエリアに占められ、生
息地として十分な広さを持つ。

ゴルフ場は生物多様性保全の持続可
能な取組を実行できる豊かな自然資本
を有する。



生きものの里山をめざす
ゴルフ場ガイドライン

ダウンロード：
http://www.jpgreen.or.jp/ggg/index.html











日高カントリークラブ
の水生生物調査

2011.4.25 2017.9.4

アズマヒキガエル ●
ウシガエル ● ●
モツゴ（クチボソ） ● ●
タモロコ ● ●
タイリクバラタナゴ ● ●
ヨシノボリ属（トウヨシノボリ） ● ●
クロイトトンボ ●
ハグロトンボ ●
オナガサナエ ●
ミルンヤンマ ●
クロスジギンヤンマ ●
オオヤマトンボ ● ●
アカネトンボ属 ●
シオヤトンボ ●
オオシオカラトンボ ●
シオカラトンボ ●
トンボ科 ●
ナミアメンボ ●
コミズムシ属 ●
コガムシ ●
ハイイロゲンゴロウ ●
シロタニガワカゲロウ ●
コカゲロウ属 ●
コカゲロウ科 ●
ウルマーシマトビケラ ● ●
カクツツトビケラ属 ●
ムネカクトビケラ属 ●
カ科 ●
ユスリカ科（ユスリカ亜科） ● ●
アメリカザリガニ ● ●
ミナミヌマエビ（カワリヌマエビ属） ●
ミズムシ（ワラジムシ目） ●
ナミウズムシ ●
マシジミ（シジミ属） ●
ドブガイ ●
サカマキガイ ●
モノアラガイ ●
イシビル科 ●
エラミミズ ●
イトミミズ科 ●

全地点
確認生物種

トビケラ目

双翅目

甲殻類

扁形動物門
軟体動物門

環形動物門

両生類

魚類

昆虫類 トンボ目

カメムシ目

甲虫目

カゲロウ目



①特徴のある地区

・南6の流れは、生物多様性が高い。タイリクバラタナゴはこの

区域だけで確認され、流れの脇の茂みとともに隠れる場所が
多いものと考えられる。

・この流れには、ミルンヤンマや、ナミウズムシ等きれいな流水
を指標する種が生息している。過去にはハグロトンボ、オナガ
サナエも確認されている。



②経年的な確認状況

・2011年は4月に、2017年は9月に調査を実施しているため、
確認種に季節的な違いが見られる。

・今回調査では、ミナミヌマエビ（カワリヌマエビ属）が多く見
られ、季節的にコガムシやハイイロゲンゴロウが確認された。
・9月は、一般的に夏季に成虫となる水生昆虫は少ない傾

向にあり、クロイトトンボやハグロトンボ、トンボ属のヤゴは
確認されなかった。
・魚類は、2011年と2017年同じ種で、モツゴ、タモロコ、タイ

リクバラタナゴ、ヨシノボリ属が確認されており、環境は安定
している。



平成26年 箱根カントリー倶楽部動植物調査

15目35科90種の鳥類を確認。現地調査では64種
を確認し、これまで記録の無いアオバト、ヨタカ、コ
チドリ、ヤマシギ、ミサゴ、ノスリ、センダイムシクイ、
キビタキなどの神奈川県レッドリスト掲載種が確認
できた。

短期調査のため、オシドリ、チュウサギ、カッコウ、
イソシギ、アオバズクなど未確認の種もあった。





自然再生士は、自然再生に必要な知識・技術・経験
を有する自然再生の推進者

「国土の生物多様性を保全しつつ、
その恩恵を持続的に享受するために、
樹林地、草地、水辺などの自然環境
を保全、再生、若しくは創出し、これ
を維持する」

http://www.jpgreen.or.jp/saiseishi/index.html



まとめ：

いかに生きものの生息地として機能し
ているか、現状を知ることから始める。



ゴルフ場の生物多様性保全の持続
可能性に企業として取り組むには



ゴルフ場の生物多様性保全に取組むBMP

ヒバリ繁殖マップのサイン（左）

野生生物解説サイン（下左）
ティーマーカーの解説版（下右 ）



ヤーデージブックの野鳥解説（上）

コース内の野鳥解説（右）



ゴルフ界の生物多様性保全に取組むBMP

①バードウオッチングオープン

❒ 第1回ヨーロッパバードウオッチングオープン 、主催：ヨーロッパゴルフ
協会エコロジー部門（European Golf Association Ecology Unit）。 1998年5
月17日、18か国116コー スで実施、24時間で総数272種 の鳥類を記録
（4,680事例、1コース当たり 鳥類40.3種）。GCが鳥類種に貴重な生息地を
提供していることを確認。
❒ 北米バードウオッチングオープン、主催： Audubon International。
2006年から毎年開催、渡り鳥の飛行経路をもとに北米を西から太平洋岸、
中央、ミシシッピイ、大西洋岸の4ゾーンに区分、各ゾーンにあるゴルフ場
に調査を呼び掛け。2009年調査では、48コースが参加、1ゴルフ場で最多
114種を確認。
❒ バードウオッチングデイ、主催：オランダゴルフ連盟、オランダ鳥類保護
協会。2011年から毎年4～5月に実施。2017年5月6日は、84GC、3,821事
例、167種を確認。



バードウォチング・ツーリズム

英国はバードウォチング・ツーリズムの中心市場。 ヨーロッパ最大の
鳥類組織、王立鳥類保護協会（Royal Society for the Protection of 
Birds：RSPB）があり、百万人以上の会員を擁する。英国人の23％は
暇なときに野鳥を眺め、この数字は野鳥観察に関心のあるおよそ
1,500万人に相当、約300万人は定期的ないしときどきバードウォチン
グに出掛ける。オランダも規模が小さいが、オランダ鳥類保護協会
(Vogelbescherming）は141,000人の会員を有する。

自然にもとづくツーリズム

鳥ツーリズム
植物ツーリズム 海洋ツーリズム

野生生物ツーリズム ハイキング、トレッキング

出典：The Nature Conservancy



②ポリネーターの保護キャンペーン

❒ポリネーターガーデン100万か所への挑戦

全国ポリネーターガーデン・ネットワーク（NPGN）は、2014年秋に、ミツバチとその他のポリネー
ターの健康促進に対する連邦政府の行政部戦略の支援にもとづき、危機に瀕したポリネーター
個体群の再生に役立つ官民セクターによる協力を提案するために創設。

構成は、ポリネーター・パートナーシップ（Pollinator Partnership）、全国野生生物連盟（NWF）、全
国植木・造園・園芸協会（AmericanHort）など8組織。

ねらいは、個人、コミュニティ・グループ、協会、ガーデン産業に対して持続可能なガーデニング
の実践、より多くのポリネーター・ハビタット創出の気運をつくり、必要なツールを提供する。その
ため、ポリネーターを支援する公共・民間の庭園・造園植栽地を登録するキャンペーンを行い、
2017年6月現在、202,872か所が登録。

❒ 「ハチの言い分」キャンペーン

英国の環境NGO・Friends of the Earth（FOE）は、ハチがいなければ、環境と経済（食料を含む）
は大きな問題を抱え、英国のハチはハビタットを喪失し、有害な農薬に晒され、気候変動など多
くの危機に直面しているとの認識から、ハチを救う活動への支援を呼びかける。

主な活動に「英国のハチを数えよう：Great British Bee Count」があり、2017年は5月19日から6
月30日までキャンペーンを行い、16,282人が参加して、320,337匹のハチが記録された。参加者
はハチを数える無料のアプリを携帯にダウンロードして、ハチを観察できる。



送粉サービスの経済価値

2013年時点のわが国における送粉サービス（農作物の結実
に必要な花粉を媒介する機能）の総額は約4,700億円、耕種
農業産出額（約5兆7,000億円）の8.3％に相当。
このうち、約1,400億円がセイヨウミツバチやマルハナバチな
ど、人為的に放育される昆虫、3,300億円が野生の送粉者
（ポリネーター）が提供する送粉サービスの経済価値となる。
これまで、野生送粉者による貢献は評価されていない。

ニホンミツバチ



③優良GCの表彰

❒ ゴルフコース環境賞（Golf Course Environment Awards）
英国・国際ゴルフグリーンキーパー協会（The British and International 
Golf Greenkeepers Association Limited ：BIGGA）による顕彰制度。
この賞は、GCやグリーンキーパーが環境証明書としても掲げられ、環境
保護の取り組みへの貢献に報いることを目的とする。
協会長賞、地域賞、個人プロジェクト賞の部門があり、自然保全：深いラ
フ草地、樹木と樹林地、ヒース生育地、水系、特別な種保全計画、芝生
管理：特徴的な管理プログラム・環境保護策、将来的なねらいと目的、廃
棄物管理、コミュニケーション、助言と協力、水管理などのテーマ毎に応
募する。
BIGGAは月刊誌Greenkeeper Internationalに、受賞ゴルフ場の取組を紹
介している。



北部地域受賞者 Eaton ゴルフクラブ

当クラブの深いエコロジー・ラフは主任グリーンキー
パーのゲビン・クラークと彼のチームによりコース内
に多く導入、非プレーエリアの生態的価値を増してい
る。印象的な天然の水路ネットワークが非プレーエリ
アにあり、自然が残され、多種類の昆虫や小哺乳類
に優れたハビタットを提供。
ヘッジロウはしっかりとコースに巡らされ、自然のバリ
アーをもたらし、鳥類や小哺乳類の安全な移動を容
易にする効果的な野生生物コリドーとなっている。
ヘッジロウは英国で減少しつつあり、過去60年間に
15万マイル以上失われ、ヘッジロウの生態的価値を
認識しているEatonでは、コース上に生垣を保全し、
増やす生垣敷設プログラムに責任を負っている。



④生物多様性保全の認証

❒スコットランドゴルフ環境証明書（Scottish Golf Environment Certificates：SGEC）

Scottish Golf Environment Group（スコットランドゴルフ連合、R&Aなど4組織）が発行する証明書。

メリットは、ポリシーや活動から高水準な環境管理を実践していることが、GCのメンバーや訪問者、
地元コミュニティーに示される。環境コンペに有利であったり、将来のプロジェクトへの無償援助など
に、多くのファンド企業に対する効果的な証明となる。

自然、景観と遺産、水、芝生、廃棄物、エネルギー、教育と配慮、管理計画

の8分野を対象とし、分野「自然」には、指示、調査、ハビタット、種、助言、

活動、ねらいと目標の7項目が示されている。

項目「ハビタット」の内容は、ハビタットの創出/再生を行う、湿地や水流路

はバッファーゾーンを設ける、ハビタットを良好に維持するため森林の間伐

や定期的伐採を行うことを規定している。



Audubon Cooperative Sanctuary Program

USGAとAudubon Internationalによる、生態学的な土地管理と自然
資源の保全を促進させるためのプログラム。

GCは6つのカテゴリー（環境計画、野生生物・ハビタット管理、市民
啓発と教育、化学物質の使用削減と安全管理、水の保全、水質の
管理）における承認証明書の取得に向けて活動する。

カテゴリー「野生生物・ハビタット管理」において、非プレーエリアの
管理は野生生物に対するハビタットの提供に非常に重要であること
から、それらの位置、サイズ、レイアウト、所有タイプを考慮したコー
スに対する最善のハビタットを維持する方向に力点を置く内容であ
る。 プログラム登録料は年間300ドル（国内），350ドル（海外），世界
2,200GC以上がこのプログラムに加入。



総括

ゴルフ場は立地する土地の自然資本の
価値に目を向け、生物多様性保全を経営
戦略に位置付け、 「生きものの里山をめ
ざすゴルフ場ガイドライン」を実践する。

ゴルフ界は、生物多様性保全に向けた
BMPを展開することにより、幅広いステー
クホルダーの支持を得る。


